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BD について

BD は、125 年にわたり「明日の医療を、
あらゆる人々に™」というパーパスの実現を
追求してきました。私たちは、革新的な 
技術やサービス、ソリューションを開発する
ことで、医療コミュニティの安全性向上と
効率化に貢献し、輝かしい未来に向けて 
絶え間ない努力を続けています。

BD バキュテイナ® 採血管および 
PAXgene® 採血管
BD バキュテイナ® 採血管および PAXgene® 採血管は、70 年以上にわたり、検体採取の進歩
をリードしてきました。BD バキュテイナ® 採血管および PAXgene® 採血管の製品群には、基礎
研究、トランスレーショナル研究、臨床研究で世界中で使用されている細胞およびバイオマー
カーの保存のソリューションが含まれています。BD では、各プロジェクトが独自の要件を持
つことを理解しています。そのため、お客様のニーズに最適なソリューションを特定するために、
研究開発および他の部門の専門家を必要に応じて活用しています。
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バイオバンク向けソリューション

品質へコミットメント

検体を BD バキュテイナ® 採血管と PAXgene® 採血管
の細胞およびバイオマーカー保存製品によって採取・
処理することで、創薬およびバイオマーカーの探索と
開発において広範な用途で使用可能な高品質のサン
プルを提供し、お客様の品質へのコミットメントをサ
ポートします。

BD バキュテイナ® 採血管と PAXgene® 採血管による 
細胞とバイオマーカーの保存
• サンプルの収量、純度、安定性、および保存条件

が検証されています 4-8。

• 試薬の添加を減らし簡素化することでサンプルの前
処理を効率化し、分析前のサンプルの取り扱いと処
理によるばらつきを低減することができます。

• 柔軟な物流を提供します。

• 多数の査読付き論文によって支持されています 9-20。

完全閉鎖型の採取システムの利点をご体験ください。
• 複数の場所や様々な時点からサンプルを受け取る

際のワークフローを効率化することができます。

• バイオハザードへの曝露リスクを減らすことができ
ます 1,8。
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PAXgene® RNA 採血管
採取時に全血からの細胞内 RNA を安定化 4

伝統的な保存方法

• PAXgene® Blood RNA System（PAXgene® Blood RNA Tube と
PAXgene® Blood RNA Kit）の一部であり、採血、保存、輸送、およ
び細胞内 RNA の安定化を目的とした製品です。密閉チューブ内で
全血から細胞内 RNA を分離・精製し、分子診断検査に使用する
RT-PCR に使用します。
	– IL1B と FOSトランスクリプトの性能特性が確立されています 4。

• 幅広いアプリケーションにおいて、実際の使用条件で信頼性の高い
パフォーマンスを提供します 10-15。

• 採血、細胞内 RNA プロファイルの安定化、検体の保存、輸送が 1
本の採血管で行えます 4。
	– 採血管に添加されている試薬が採取時にすぐに細胞内 RNA を安定化し

ます。
	– 室内温度（18 ～ 25℃）で最大 3 日間、冷蔵（2 ～ 8℃）で 5 日間、また

は冷凍（-20℃および -70℃又は -80℃）で 11 年間保存できます。（デー
タは preanalytix.com で利用可能）

販売名：パクスジーン RNA 採血管
医療機器認証番号：218AFBZX00014000

PAXgene® DNA 採血管
DNA 検査のための採血管 5

一歩先へ

• ワークフローを効率化します。
	– 採血、安定化、検体の保存、輸送が 1 本の採血管で行えます。
	– 様々な条件下で検証済みの収量と純度を提供します。
	– 2 次元バーコードによりサンプル処理を自動化し、ラベリングエラーを軽

減します。
	– ユニークなキャップカラーによりチューブの誤取り扱いを防ぎます。

• 研究設計の要件との互換性を高めるため、採血量を最小限の 2.5 mL
に抑えます。

販売名：パクスジーン DNA 採血管
医療機器認証番号：219AFBZX00028000
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BD バキュテイナ® CPT™  
単核球分離用採血管
採取した全血から末梢血単核細胞（PBMC）をワン
ステップで簡単に分離 1

効率性と汎用性

• 1 本の採血管でサンプル処理を完結することによりプロセス
を合理化します。
	– 伝統的な比重遠心分離法に比べて、各 PBMC 調製に費やす総

時間を最大 50% 減らします 1,2。
	– 処理数を向上させます。

• 処理手順の数と複雑さを減らすことで、複数のサイト間のば
らつきを低減します。

• 基礎研究と臨床研究で一般的に使用されるダウンストリーム
アプリケーションでの実績があります 16-20。

販売名：BD バキュテイナ採血管
医療機器認証番号：219AFBZX00109000

“当コンソーシアムは、厳格な
プロセスを経て PreAnalytiX の
技術を選択しました。我々は、
この技術が本研究で RNA/ マイ
クロ RNA 解析のために収集す
る大量のサンプルの処理と保管
に最適なソリューションを提供
すると考えています。”
— エピデミオロジー研究所の元所長で、現在
はドイツ国立コホートの理事会の科学顧問で
ある H.-Erich Wichmann 教授によるコメント。
4 ～ 5 年間で 20 万人の成人が参加する全国
規模の人口研究について述べています。
出 典：PreAnalytiX がドイツの 大 規 模 健 康 研 究 のた め の 
サンプル技 術を提 供する入 札に勝 利［ニュースリリース］。
Hombrechtikon、 スイス：PreAnalytiX GmbH; 2014 年 12
月 3 日。2016 年 6 月 28 日にアクセス。
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採取時およびそれ以降での 
糖尿病代謝関連ペプチドの安定化 3

* 手動の採取、転送、および処理手順と比較して

BD® P800 タンパク安定化剤入り 
採血管
採取時に糖尿病代謝関連ペプチドの安定化を提供 6

糖尿病代謝関連バイオマーカーの保存

• 糖尿病研究や他の代謝疾患で一般的に研究されるマーカー、例え
ばグルカゴン様ペプチド -1（GLP）、胃抑制ポリペプチド（GIP）、グ
ルカゴン、オキシントモデュリン（OXM）などに最適化されています。

• 採取と処理を 1 本の採血管で完結することによって、ワークフロー
を合理化します。*
	– 糖尿病代謝関連マーカーに最適化された独自のプロテアーゼ阻害剤の

混合液を含む真空採血管です。

• 採取時点でバイオマーカーを安定化することにより、精度を向上さ
せます。

• EDTA 入り採血管よりも長い安定性を提供します。

販売名：BD タンパク安定化剤入り採血管
医療機器認証番号：219AFBZX00105000

BD® P100 タンパク安定化剤入り 
採血管
採取時に血漿タンパク質を安定化 7

血漿保存のための広範な安定化

• 血漿タンパク質分析のための 1 本の採血管による採取と処理でワー
クフローを効率化します。
	– 独自のプロテアーゼ阻害剤の混合液を配合した採血管は、血漿中の一

般的なタンパク質分解経路を対象とします。

• 採取地点でバイオマーカーを安定化することで精度を向上させま 
す 9。

• 一貫性を向上します 9。
	– EDTA 入り採血管よりも長い安定性を提供します。

• 大型の採血管用の革新的なメカニカルセパレーターは、細胞汚染
を最小限に抑えながら、より完全な血漿分離を提供します。

販売名：BD タンパク安定化剤入り採血管
医療機器認証番号：219AFBZX00105000
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BD バキュテイナ® PPT™  
遺伝子核酸増幅検査用採血管
希釈されていない EDTA 血漿の分離と保存 8

シンプルで利便性が高い — ワークフローを効率化

• 分子学的検査用の希釈されていない EDTA 血漿を提供しま
す。

• 不活性ゲルが遠心分離時に血漿とほとんどの細胞成分の間
に物理的なバリアを形成するため、血漿を除去することなく
BD バキュテイナ® PPT™ 遺伝子核酸増幅検査用採血管を輸送
できます 8。

• 血液暴露を減少し、ワークフローを効率化 — ワンステップで
採取と処理を行います。

販売名：BD バキュテイナ採血管
医療機器認証番号：219AFBZX00109000



PAXgene is a trademark of PreAnalytiX GmbH. BD, the BD Logo and all other trademarks are trademarks of  
Becton, Dickinson and Company or its affiliates. © 2024 BD. All rights reserved. 
62-145-00

bd.com/jp/

製造販売元
日本ベクトン・ディッキンソン株式会社
カスタマーサービス  www.bdj.co.jp/s/cs/
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バイオマーカーの安定化 - 発見から臨床診断まで -
BD の細胞保存に関連した採血管が、各研究分野で解析前ワークフローを 
いかに最適化できるかをご確認ください。

www.bdj.co.jp/s/paxgene/


